
教
職
員
の
増
員
を

教
職
員
の
増
員
を
強
く
要
望
し
ま

す
！

学
校
で
は
人
手
が
足
り
ず
、

そ
の
分
一
人
ひ
と
り
の
教
員
が
い

く
つ
も
の
仕
事
（
校
務
）
を
同
時

進
行
で
行
っ
て
お
り
、
授
業
の
準

備
は
毎
日
深
夜
に
や
っ
て
い
ま
す

（
休
日
も
毎
日
仕
事
に
追
わ
れ
て
い

す
）
。
こ
ん
な
状
態
で
は
、
本
当

に
有
能
な
人
は
教
師
を
選
ば
ず
、

教
育
の
質
の
低
下
を
痛
感
し
て
い

ま
す
。

（
小
学
校
分
会
）

産
代
が
い
な
い
！

間
も
な
く
産
休
に
入
る
人
が
い
る

の
に
、
産
代
が
い
ま
せ
ん
。
大
ピ

ン
チ
で
す
。
ど
こ
も
そ
う
だ
と
思

う
け
れ
ど
。
み
ん
な
仕
事
に
希
望

が
持
て
な
く
て
、
や
め
ち
ゃ
う
か

ら
で
す
。

（
小
学
校
分
会
）

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
予
備
が
な
い

一
人
１
台
のG

I
G
A

タ
ブ
レ
ッ
ト
の

予
備
が
な
い
。
転
入
生
分
ど
こ
ろ

か
、
卒
業
生
よ
り
新
一
年
生
の
人

数
が
多
い
の
で
、
壊
れ
て
い
る
も

の
を
入
れ
て
も
１
年
生
に
は
全
然

足
り
な
い
。I

C
T

担
当
教
員
が
そ
ん

な
こ
と
に
時
間
が
取
ら
れ
る
。

☟

タ
ブ
レ
ッ
トP

C

を
予
備
を
含
め

て
各
校
に
き
ち
ん
と
人
数
分
配
布

で
き
る
よ
う
に
予
算
を
付
け
る
。I

C
T

専
門
員
の
よ
う
な
人
員
を
各
校

に
一
人
配
置
す
る
。
（I

C
T

支
援
員

さ
ん
は
、
技
術
的
な
こ
と
だ
か
ら
）

（
小
学
校
分
会
）

再
任
用
は
現
任
校
で
は
な
か
っ
た
の
？

新
規
の
再
任
は
、
退
職
時
の
学
校

に
残
る
こ
と
が
で
き
る
と
聞
い
て

い
た
の
で
す
が
、
３
月
に
突
然
別

の
学
校
に
異
動
を
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。
何
で
も
、
年
数
が
長
い
再
任

用
者
は
そ
の
ま
ま
残
ら
ず
他
校
へ

移
動
す
る
と
い
う
こ
と
が
今
年
度

か
ら
方
向
性
が
示
さ
れ
た
の
だ
と

か
。
再
任
用
は
現
職
と
同
じ
勤
務

で
き
つ
い
の
で
、
非
常
勤
も
考
え

た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
昨
年
は
何

人
も
落
と
さ
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

色
々
不
安
で
す
。
で
も
が
ん
ば
る

ぞ
ー
！

（
中
学
校
分
会
）

来
年
度
か
ら
の
定
年
制
ど
う
な
る
の
？

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
つ
質
問
で
す
。
来
年
度
か
ら
定

年
が
延
長
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
場
合
の
立
場
や
給
与
体
系
が

分
か
っ
た
ら
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
中
学
校
分
会
）

※
議
案
書
経
過
報
告
、
都
教
組
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

生
涯
現
役
で
貢
献
し
た
い

再
任
用
５
年
目
の
勤
務
を
終
え
て
、

専
門
員
と
し
て
２
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
６
７
歳
で
仕
事
が
あ
る
こ

と
は
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
も
保

つ
こ
と
が
で
き
、
あ
り
が
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
ア
ク
テ
ィ

ブ
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
取
り
組

み
た
い
の
で
す
が
、
専
門
員
の
枠

を
超
え
て
は
い
け
な
い
状
況
に
も

ど
か
し
さ
も
感
じ
て
い
ま
す
。
生

涯
現
役
で
地
域
や
学
校
に
少
し
で

も
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
中
学
校
分
会
）

パ
ワ
ハ
ラ
・
部
活
・
人
事
異
動

私
が
専
任
時
に
感
じ
て
い
た
の
は
、

パ
ワ
ハ
ラ
、
部
活
強
要
問
題
、
異

動
問
題
で
す
。
部
活
問
題
に
つ
い

て
は
「
強
制
は
し
ま
せ
ん
。
本
人

の
意
見
意
向
を
優
先
・
尊
重
し
て

民
主
的
に
決
め
る
よ
う
要
求
し
ま

す
」
を
追
加
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。
異
動
に
つ
い
て
は
「
１
年

で
も
本
人
の
意
向
に
よ
り
異
動
が

可
能
な
要
綱
作
成
に
つ
い
て
働
き

か
け
て
い
き
ま
す
」
と
い
う
文
面

を
加
え
た
も
ら
い
た
い
で
す
。
方

針
案
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
「
３

安
心
し
て
学
べ
る
～
」
「
４

い

の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
～
」
を
そ

れ
ぞ
れ
１
，
２
に
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
検
討
を
お
願
い
し
ま

す
。

（
中
学
校
分
会
）

★ 今年の夏から「TUS（タス）募金」（都教組サポート募金）を始めます。その折りはご協力よろしくお願いします。

【裏面もご覧ください】

東京都教職員組合
杉並支部情宣部
２０２２年
７月１２日

２ 号
Tel 3399-8719
Fax 3399-3855

支部ホームページ
http://tokyusosugi
nami.web.fc2.com

全
教
・
都
教
組

杉
並
支

部
ニ
ュ

ー
ス

2 0 2 2年 度 ・ 第 7 8回
都教組杉並支部・女性部 定期大会

・書面による大会成立・議案も採択されました

都教組杉並支部・女性部合同の定期大会は、減少しているとはいえ、新型コロナウイルスの感染

を避けるため、組合員が一堂に集まることは適切ではないと判断し、今年度も開催方法は書面によ

る開催となりました。７月５日（火）の第４回支部委員会では、この間返送された議案裁決表が組

合員の過半数を上回り、大会が成立が成立したこと、及び議案も賛成が多数で採択されたことを確

認しました。多忙な中、ご協力をいただいたすべての皆さんにお礼申し上げます。

杉
並
の
新
区
長
岸
本
聡
子
さ
ん

７
月
11
日
（
月
）
初
登
庁
・
職
務
開
始

初
登
庁
は
自
転
車
に
乗
っ
て
。
大
勢
の
区
民
の
拍
手
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

11
時
か
ら
は
初
の
記
者
会
見
。
（
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
見
ら
れ
ま
す
）就任直後、初の記者会見に臨む岸本さん

大勢の区民の出迎えに手を振る岸本さん

スマホでHPをどうぞ



各中学校などで行われているスピーキングテストに反対しているのではありません。

スピーキングテストを「入試に使うこと」に反対しています。

都教組杉並支部ニュース №２ このページは都立高校入試へのスピーキングテスト導入の中止を求める会の署名をもとに作成

どう考えてもおかしい
中学校英語スピーキングテスト結果を都立高校入試に使うなんて

活用の延期・見直しを求め、9月都議会に向けて再度請願署名

都は教育産業のベネッセと協定を結び、ベネッセはフィリピンの組織（詳細を都教委は開示せず）
に委託し、45日間で採点することになっています。８万人もの生徒の、スピーキングの微妙な採
点の仕方のすり合わせが、採点者（何人いるのかも不明）の間でできるとは思えません。

大学入試共通テストで、記述式とスピーキングテストの民間試験が導入されようとしましたが、
「採点の公平性などを保障できない」ことから見送られました。

当然、都立高校でも中止すべきです。

スピーキングテスト（ESAT－J）は１００点満点で採点さ
れた後、右のように換算されます。１００点と６５点の３５
点差でも、６５点と６４点の１点差でも換算点の差は４点で
す。１点差で合否判定される入試にはふさわしくありません。

８万人もの中学３年生の公平で客観性のある採点はできません

不受験者の扱い「入学選抜試験として成り立たない」

大学入試でダメと言われたものは、高校入試でもダメ

不合理な「換算得点」

調査点が「英語だけほぼ２倍」で良いのか

５教科（国語、社会、数学、理科、英語）で評価５を取ると調査書点は、1教科約２３点です。
スピーキングテスト２０点（満点）が加わると英語だけは４３点です。ただ１回、１５分程度のス
ピーキングテストの結果を元に「英語だけ重視」で良いでしょうか。

得点域 ESAT=J段階 換算得点

１００～８０ A ２０

７９～６５ B １６

６４～５０ C １２

国立・私立・他道府県在籍者で都立高校受験者は、スピーキングテスト不受験者となります。都
はスピーキングテストを伴わない２月の学力検査からスピーキングテスト推測点を出します。受験
高校の英語同得点者約１０人のスピーキングテスト換算得点の平均値を使うとしています。専門家
からはこの方法について「入学選抜試験として成り立たない」と批判されています。学力検査得点
とスピーキングテスト換算点の間に相関関係があるならば、そもそもスピーキングテストは不必要
です。

居住地域や家庭の経済格差が得点の格差へ

スピーキングテストＥＳＡＴ＝Ｊにそっくりの、ベネッセ販売スピーキング教材ＧＴＥＣがあり
ます。現在９自治体が公費で購入した生徒が使用しています。こうした教材や塾などで経験を積ん
だ方が有利になる可能性が大いにあり、出発点から不公平な状況となっています。

元のページに戻すには パソコン画面上部の ← をクリックします。


